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(54)【発明の名称】 携帯型検査端末、検査システム、通信端末及び検査方法

(57)【要約】
【課題】  本発明は、発信者の生体を検査した検査情報
に基づく診断情報を２人の発信者の間で双方向に送受信
する検査システムを提供する。
【解決手段】  本発明の検査システムは、第１の携帯型
検査端末及び第２の携帯型検査端末を有する。第１の携
帯型検査端末は、生体を検査して得られる第１の検査情
報に基づく診断情報を前記第２の携帯型検査端末に自動
的に送信し、且つ前記第２の携帯型検査端末から送信さ
れた第２の検査情報に基づく診断情報を無線で受信し、
当該診断情報を表示部に表示する。第２の携帯型検査端
末は、生体を検査して得られる第２の検査情報に基づく
診断情報を第１の携帯型検査端末に自動的に送信し、且
つ前記第１の携帯型検査端末から送信された第１の検査
情報に基づく診断情報を無線で受信し、当該診断情報を
表示部に表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  生体を検査して検査情報を出力する検査
部と、
送信先を記憶する記憶部と、
前記検査情報又は前記検査情報に基づく診断情報を前記
送信先に送信する無線通信部と、
を有することを特徴とする携帯型検査端末。
【請求項２】  生体を検査して検査情報を出力する検査
部と、
前記検査情報又は前記検査情報に基づく診断情報を任意
の送信先に送信し、且つ送信した前記検査情報の診断情
報又は他の携帯型検査端末の検査情報若しくは診断情報
を前記送信先から受信する無線通信部と、
受信した前記検査情報又は前記診断情報を表示する表示
部と、
を有することを特徴とする携帯型検査端末。
【請求項３】  前記検査情報が、前記生体の体温、血
圧、心拍数、発汗量、心電図の波形、血液、尿又は便の
いずれかの情報を含むことを特徴とする請求項１又は請
求項２に記載の携帯型検査端末。
【請求項４】  前記携帯型検査端末の前記無線通信部
は、一定の時刻毎、一定の時間間隔毎、前記検査情報が
一定の閾値を超えた時、前記検査情報が前回送信時の前
記検査情報よりも一定量以上変化した時、又はユーザが
無線通信部を動作させた時に、前記検査情報又は前記診
断情報を自動的に送信することを特徴とする請求項１又
は請求項２に記載の携帯型検査端末。
【請求項５】  前記検査部が、温度センサ、圧力セン
サ、フォトセンサ、超音波センサ、磁気センサ、電圧セ
ンサ、電流センサ、湿度センサ、水センサ又はアンモニ
アセンサのいずれかを含むことを特徴とする請求項１又
は請求項２に記載の携帯型検査端末。
【請求項６】  前記表示部が、前記検査情報又は前記診
断情報に応じて、異なるアイコンを表示し、異なる発光
色で発光し又は異なる文字を表示することを特徴とする
請求項２に記載の携帯型検査端末。
【請求項７】  前記表示部が、スライドイン、点滅、ズ
ームイン、ズームアウト、ジョイント、モザイクイン、
モザイクアウト、フェードイン、フェードアウト、又は
ローリングする文字表示をすることを特徴とする請求項
２に記載の携帯型検査端末。
【請求項８】  前記検査情報から前記診断情報への変換
条件又は前記診断情報から表示への変換条件を、ユーザ
が設定可能であることを特徴とする請求項１又は請求項
２に記載の携帯型検査端末。
【請求項９】  前記携帯型検査端末が、ブレスレット、
指輪、ネックレス、イヤリング、アングレット、アーム
リング、ペンダント、ヘアバンド、イヤーフォン、ウエ
ストベルトのいずれかの形状を有することを特徴とする
請求項１又は請求項２に記載の携帯型検査端末。
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【請求項１０】  前記携帯型検査端末の筐体の少なくと
も一部が可塑的に変形可能であることを特徴とする請求
項１又は請求項２に記載の携帯型検査端末。
【請求項１１】  前記携帯型検査端末の筐体がローレッ
ト構造を有することを特徴とする請求項１又は請求項２
に記載の携帯型検査端末。
【請求項１２】  請求項１から請求項１１のいずれかの
請求項に記載の携帯型検査端末と、検査センタを有し、
前記検査センタは、前記検査情報若しくは前記検査情報
の診断情報を受信する受信部と、前記検査情報若しくは
前記検査情報の診断情報を表示する表示部とを有する、
ことを特徴とする検査システム。
【請求項１３】  請求項２から請求項１１のいずれかの
請求項に記載の携帯型検査端末と、検査センタとを有
し、
前記携帯型検査端末は、生体を検査して検査情報を出力
する検査部と、前記検査センタの宛先を記憶する記憶部
と、前記検査情報を前記検査センタに送信し且つ前記検
査センタから送信された前記検査情報の診断情報を受信
する無線通信部と、受信した前記診断情報を表示する表
示部とを有し、
前記検査センタは、前記検査情報を受信し、且つ前記検
査情報を送信した前記携帯型検査端末に前記検査情報の
診断情報を送信する通信部と、前記検査情報を入力して
前記診断情報を出力する診断部とを有する、
ことを特徴とする検査システム。
【請求項１４】  請求項２から請求項１１のいずれかの
請求項に記載の携帯型検査端末である第１の携帯型検査
端末及び第２の携帯型検査端末を有し、
前記第１の携帯型検査端末は、
生体を検査して第１の検査情報を出力する検査部と、
前記第１の検査情報又は前記第１の検査情報に基づく診
断情報を前記第２の携帯型検査端末に自動的に送信し、
且つ前記第２の携帯型検査端末から送信された第２の検
査情報又は前記第２の検査情報に基づく診断情報を受信
する無線通信部と、
前記第２の検査情報又は前記第２の検査情報に基づく診
断情報を表示する表示部とを有し、
前記第２の携帯型検査端末は、
生体を検査して前記第２の検査情報を出力する検査部
と、
前記第２の検査情報又は前記第２の検査情報に基づく診
断情報を前記第１の携帯型検査端末に自動的に送信し、
且つ前記第１の携帯型検査端末から送信された前記第１
の検査情報又は前記第１の検査情報に基づく診断情報を
受信する無線通信部と、
前記第１の検査情報又は前記第１の検査情報に基づく診
断情報を表示する表示部とを有する、
ことを特徴とする検査システム。
【請求項１５】  請求項１から請求項１１のいずれかの
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請求項に記載の携帯型検査端末である第１の携帯型検査
端末と、第２の検査端末と、検査センタとを有し、
前記第１の携帯型検査端末は、
生体を検査して検査情報を出力する検査部と、
前記検査センタの宛先を記憶する記憶部と、
前記検査情報及び前記第１の携帯型検査端末の識別子を
前記検査センタに送信する無線通信部とを有し、
前記検査センタは、
前記検査情報及び前記第１の携帯型検査端末の識別子を
受信し、且つ前記検査情報の診断情報を前記第２の検査
端末に送信する通信部と、
前記検査情報に基づいて診断情報を出力する診断部と、
前記第１の携帯型検査端末の識別子に対応づけられた前
記第２の検査端末の宛先を記憶する記憶部とを有し、
前記第２の検査端末は、
前記検査センタから送信された前記診断情報を受信する
通信部と、
前記診断情報を表示する表示部とを有する、
ことを特徴とする検査システム。
【請求項１６】  生体を検査して検査情報を出力する検
査部と、
前記検査情報に基づいて、受信表示をするか否かを判断
する判断部と、
前記判断部の判断に応じて、受信表示をし又はしない表
示部と、
を有することを特徴とする通信端末。
【請求項１７】  携帯型検査端末により生体を検査して
検査情報を出力する検査ステップと、
前記携帯型検査端末で、記憶部から宛先を読み出す読み
出しステップと、
前記検査情報又は前記検査情報に基づく診断情報を前記
携帯型検査端末から前記宛先に無線で送信する無線通信
ステップと、
前記携帯型検査端末から送信された前記検査情報を前記
宛先が受信する受信ステップと、
前記宛先で、前記検査情報又は前記検査情報の診断情報
を表示する表示ステップと、
を有することを特徴とする検査方法。
【請求項１８】  携帯型検査端末により生体を検査して
検査情報を出力する検査ステップと、
前記携帯型検査端末で、記憶部から宛先を読み出す読み
出しステップと、
前記検査情報を前記携帯型検査端末から前記宛先に無線
で送信する第１の送信ステップと、
前記宛先が前記検査情報を受信する第１の受信ステップ
と、
前記宛先で、前記検査情報を入力して診断情報を出力す
る診断ステップと、
前記診断情報を前記宛先から前記携帯型検査端末に送信
する第２の送信ステップと、
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前記宛先から送信された前記診断情報を前記携帯型検査
端末が無線で受信する第２の受信ステップと、
受信した前記診断情報を前記携帯型検査端末が表示する
表示ステップと、
を有することを特徴とする検査方法。
【請求項１９】  第１の携帯型検査端末により生体を検
査して第１の検査情報を出力する第１の検査ステップ
と、
前記第１の検査情報又は前記第１の検査情報に基づく診
断情報を前記第１の携帯型検査端末から第２の携帯型検
査端末に自動的に送信する第１の送信ステップと、
前記第１の携帯型検査端末から送信された前記第１の検
査情報又は前記第１の検査情報に基づく診断情報を前記
第２の携帯型検査端末が受信する第１の受信ステップ
と、
受信した前記第１の検査情報又は前記第１の検査情報に
基づく診断情報を前記第２の携帯型検査端末が表示する
第１の表示ステップと、
前記第２の携帯型検査端末により生体を検査して第２の
検査情報を出力する第２の検査ステップと、
前記第２の検査情報又は前記第２の検査情報に基づく診
断情報を前記第２の携帯型検査端末から前記第１の携帯
型検査端末に自動的に送信する第２の送信ステップと、
前記第２の携帯型検査端末から送信された前記第２の検
査情報又は前記第２の検査情報に基づく診断情報を前記
第１の携帯型検査端末が受信する第２の受信ステップ
と、
受信した前記第２の検査情報又は前記第２の検査情報に
基づく診断情報を前記第１の携帯型検査端末が表示する
第２の表示ステップと、
を有することを特徴とする検査方法。
【請求項２０】  第１の携帯型検査端末により生体を検
査して検査情報を出力する検査ステップと、
前記検査情報及び前記第１の携帯型検査端末の識別子を
前記第１の携帯型検査端末から検査センタに無線で送信
する第１の送信ステップと、
前記第１の携帯型検査端末から送信された前記検査情報
及び前記第１の携帯型検査端末の識別子を前記検査セン
タが受信する第１の受信ステップと、
前記検査センタで、前記検査情報に基づいて診断情報を
生成する診断ステップと、
前記第１の携帯型検査端末の識別子に対応づけられた第
２の検査端末の宛先を記憶部から読み出す読み出しステ
ップと、
前記診断情報を前記検査センタから前記第２の検査端末
に送信する第２の送信ステップと、
前記検査センタから送信された前記診断情報を前記第２
の検査端末が受信する第２の受信ステップと、
前記診断情報を前記第２の検査端末が表示する表示ステ
ップと、
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を有することを特徴とする検査方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、生体を検査する検
査部を有する携帯型検査端末、検査システム、通信端末
及び生体を検査する検査ステップを有する検査方法に関
する。
【０００２】
【従来の技術】近年、携帯無線端末が急速に技術進歩を
している。従来の携帯無線端末の代表例として、携帯電
話及び携帯情報端末がある。これらの装置は、発信者が
製作し又は選択した音声、映像、数値等の情報を発信
し、又は受信する装置である。携帯無線端末を利用し
て、ユーザは相互に意思を伝達し合い、情報を交換でき
る。従来の携帯無線端末は、音声、映像、数値等の情報
を受信すると、受信したことを発光ダイオードで表示し
た。特開２０００－３５７９０６号公報、特開２０００
－２６９７１３号公報、登録実用新案第３０５４９０７
号公報及び登録実用新案第３０５５８７６号公報には、
発光ダイオードの発光により受信表示する携帯無線端末
が開示されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】従来の携帯無線端末
（例えば携帯無線電話）は、発信者が意図した情報を任
意に発信することが出来る。しかし、発信者が意図した
情報以外にも重要な情報がある。例えば、２人が面と向
かって会話している時には、言葉で表現された情報（発
信者が意図的に発信した情報）以外に、２人の表情に現
れる感情、心の動き等の発信者が意図的でなく表出した
情報も重要な伝達情報になっている。従来の携帯型無線
端末は、発信者が意図した表現（言葉等）以外を伝達す
ることができなかった。本発明の発明者は、発信者が意
識的に製作し又は選択した情報以外の発信者に関する情
報（発信者に関する無意識の情報）のコミュニケーショ
ンにおける重要性に着目した。
【０００４】また、医療の分野では、例えば病院内で患
者のベッド際に生体情報モニタ端末（携帯型ではな
い。）を設置し、ナースセンタにセントラルモニタ装置
を設置し、生体情報モニタ端末からセントラルモニタ装
置に無線で検査情報を送信する検査システムが実用化さ
れている。
【０００５】従来の医療用の検査システムは、患者（生
体情報モニタ端末）からナースセンタ（セントラルモニ
タ装置）に向けて一方向に検査情報を伝達するだけであ
り、無線通信の両側にいる２人の間の相互のコミュニケ
ーションを深める目的には役立たなかった。無線通信機
能を有する従来の医療用の検査システムの検査端末（患
者の近傍に配置された端末）は携帯性を有していなかっ
た故に（ベッドに寝ている患者を検査することのみを目
的としていた。）、患者の自由な行動を制約した。本発
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明は、発信者の生体を検査した検査情報又は検査情報に
基づく診断情報を２人の発信者の間で双方向に送受信す
る携帯型検査端末、それを含む検査システム、それを使
用する検査方法を提供することを目的とする。
【０００６】また、従来の医療用の検査システムは、病
院内で患者（生体情報モニタ端末）から定められたナー
スセンタ（セントラルモニタ装置）に向けて検査情報を
伝達する閉鎖的なシステムであり、情報の送信先を任意
に設定できなかった。独居老人と家族とが互いに遠く離
れて住んでいる場合、遠隔地に住む家族は独居老人の健
康状態が心配である。定期的に電話をすることは面倒で
あり、老人が倒れた時には、老人から家族に助けを求め
ることが困難であった。日常の生活には不自由せず、仕
事及び家庭で普通の生活をしているが、本人が自覚しに
くい生体の状態（例えば高血圧、不整脈等）に注意して
生活しなければならない人がいる。本人が普通の生活を
しながら、病院が定常的に本人の生体の状態を観察する
ことが出来れば、これらの人は安心して普通の生活をす
ることが出来る。
【０００７】しかし、従来の閉鎖的なシステム（情報の
送付先が固定されている。）では、遠隔地に住む家族に
独居老人の健康状態を知らせること等の一般のニーズ
（生体情報の送り先がユーザ毎に異なる。）を満たすこ
とが出来なかった。このように従来の閉鎖的なシステム
では情報の送付先が固定されており、情報の送信先を任
意に設定できなかった。本発明は、発信者の生体を検査
した検査情報又はその診断情報をユーザが希望する任意
の宛先に伝送する携帯型検査端末、それを含む検査シス
テム、それを使用する検査方法を提供することを目的と
する。
【０００８】また、更に従来の医療用の検査システムに
おいては、患者の生体の検査情報をそのまま生体情報モ
ニタ端末からセントラルモニタ装置に伝送した。多くの
場合、生体の検査情報は情報量が多い。ユーザは、検査
情報よりも、検査情報に基づいて導出された診断情報を
知ることを希望する場合がある。例えば恋人同士の通信
においては、生体の検査情報そのもの（血圧、脈拍等の
データ）を伝送するよりも、生体の検査情報に基づいて
導出された診断情報（例えば元気である、疲れている
等）を相互に伝達した方が相互のコミュニケーションを
深めるのに役立つ。診断情報は、一般に生体の検査情報
そのものよりも少ない情報量を有する。本発明は、発信
者の生体を検査した検査情報に基づいて導出された診断
情報を送信する携帯型検査端末、それを含む検査システ
ム、それを使用する検査方法を提供することを目的とす
る。
【０００９】発信者は、通信端末を用いて、任意の時に
任意の相手に情報を発信することが出来る。しかし、受
信者はいつでも受信できる状態にあるわけではない。例
えば、受信者が寝ている時、勉強、仕事又は遊びに熱中
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7
している時には、通信端末が受信することを一般に受信
者は好まない。従来の通信端末は、受信者が意図的に当
該通信端末を受信しない状態に設定しない限り、通信端
末が受信をして受信表示をすることを止められなかっ
た。本発明は、受信者の生体の検査情報に基づいて、受
信表示をするか否かを判断し、受信表示をしないと判断
した場合には表示部が自動的に受信表示をしない通信端
末を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記の課題を解決するた
め、本発明は以下の構成を有する。請求項１に記載の発
明は、生体を検査して検査情報を出力する検査部と、送
信先を記憶する記憶部と、前記検査情報又は前記検査情
報に基づく診断情報を前記送信先に送信する無線通信部
と、を有することを特徴とする携帯型検査端末である。
【００１１】本発明は、生体を検査して、検査情報又は
その診断情報をユーザが希望する任意の送信先に送信す
る携帯型検査端末を実現出来るという作用を有する。好
ましくは、ユーザが記憶部に記憶された送信先を書き換
えることが出来る。本発明は、発信者の生体を検査した
検査情報又はその診断情報をユーザが希望する任意の宛
先に汎用の無線通信網を利用して伝送する携帯型検査端
末を実現できるという作用を有する。本発明の携帯型検
査端末を使用して本明細書に記載の検査システムを構成
することにより、当該携帯型検査端末の保有者に関する
言葉等で表現された情報以外の情報を任意の相手に送信
することが出来る。これにより、相互に通信を行う２人
のコミュニケーションを深めることが出来る。又、自己
の生体の状態に関する情報を自動的に送信することによ
り、生体の健康管理等を行うことが出来る。
【００１２】本発明の検査端末は携帯型であり且つ無線
で通信を行う故に、当該携帯型検査端末の所持者は、検
査端末によって制約を受けることなく自由に行動出来
る。本発明は、発信者の生体を検査した検査情報よりも
素人に理解しやすくて相互のコミュニケーションを深め
るのに役立ち、一般に生体の検査情報そのものよりも少
ない情報量を有する診断情報を送信する携帯型検査端末
を実現するという作用を有する。「検査情報」とは、生
体を検査して得られた任意の情報を意味する。「診断情
報」とは、検査情報に基づいて診断者が行った判断であ
って、検査情報より導出された、検査情報以外の情報を
意味する。
【００１３】請求項２に記載の発明は、生体を検査して
検査情報を出力する検査部と、前記検査情報又は前記検
査情報に基づく診断情報を任意の送信先に送信し、且つ
送信した前記検査情報の診断情報又は他の携帯型検査端
末の検査情報若しくは診断情報を前記送信先から受信す
る無線通信部と、受信した前記検査情報又は前記診断情
報を表示する表示部と、を有することを特徴とする携帯
型検査端末である。
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【００１４】本発明の携帯型検査端末を使用して本明細
書に記載の検査システムを構成することにより、携帯型
検査端末の保有者に関する生体の情報（言葉等で表現さ
れた情報以外の情報である。）を任意の相手に送信し、
相手がそれを表示部で見る（又は聞く）ことが出来る。
これにより、例えば相互に通信を行う２人のコミュニケ
ーションを深めることが出来る。本発明の携帯型検査端
末を使用して本明細書に記載の検査システムを構成する
ことにより、携帯型検査端末の保有者が、病院等が有す
る検査センタから送信されたその保有者の検査情報の診
断情報を表示部に表示して見る（又は聞く）ことが出来
る。
【００１５】従来の検査システムにおいては生体の情報
（検査情報又は診断情報）の送信先は固定されており、
検査システムの用途は閉鎖型システム（専用の通信路を
介して情報を伝送する検査システム）内での使用に限定
されていた。本発明の検査システムにおいては、任意の
送信先に生体の情報を送信することが出来る。これによ
り、検査システムを開放型システム（任意の汎用の通信
網を介して情報を伝送する検査システム）での使用が可
能になる。
【００１６】本発明の携帯型検査端末の検査部が出力す
る検査情報は、前記生体の体温、血圧、心拍数、発汗
量、心電図の波形、血液、尿又は便のいずれかの情報を
含む。携帯型検査端末の目的に応じて適切な検査を実行
する。例えば、体温、血圧、発汗量を検査して発信者の
体調（元気である、緊張している、疲れている等）を診
断する。無線電話で会話する２人がこの診断情報を相互
に伝送することにより、会話に含まれない情報である相
手の気分の状態、体調等を知ることが出来る。これによ
り、２人の相互のコミュニケーションを深めることが出
来る。例えば、赤ん坊の身体に携帯型通信端末を取り付
け、赤ん坊が排出した尿又は便の有無を検査する。当該
検査情報を携帯型通信端末から別の端末に送信する（別
の端末は、母親が持っている。）。これにより、母親は
赤ん坊の状態を直ぐに知って、手早く対応することが出
来る。
【００１７】本発明の携帯型検査端末の通信部は、一定
の時刻毎又は一定の時間間隔毎に検査情報を自動的に送
信する。受信者は常に送信者の生体の検査情報又は診断
情報を知ることが出来る。本発明の携帯型検査端末の通
信部は、検査情報が一定の閾値を超えた時又は検査情報
が前回送信時の検査情報よりも一定量以上変化した時に
検査情報又は診断情報を自動的に送信する。送信者の生
体が例えば危険な状態になった時又は送信者の生体に大
きな変化があった時等に、送信者の生体の情報（検査情
報又は診断情報）を自動的に送信することが出来る。本
発明の携帯型検査端末の通信部は、ユーザが例えば無線
電話を掛けて無線通信部を動作させた時に検査情報又は
診断情報を自動的に送信する。２人のユーザが相互に電
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話で話をする時に、送信者の生体の検査情報等を自動的
に送信することにより、電話でのコミュニケーションを
深めることが出来る。
【００１８】本発明の携帯型検査端末の検査部は、温度
センサ、圧力センサ、フォトセンサ、超音波センサ、磁
気センサ、電圧センサ、電流センサ、湿度センサ、水セ
ンサ又はアンモニアセンサのいずれかを含む。これによ
り、携帯型検査端末の検査部は、その保有者の体温等を
測定することが出来る。
【００１９】本発明の携帯型検査端末の表示部は、検査
情報又は診断情報に応じて、異なるアイコンを表示し、
異なる発光色で発光し又は異なる文字を表示する。本発
明の携帯型検査端末の表示部は、スライドイン、点滅、
ズームイン、ズームアウト、ジョイント、モザイクイ
ン、モザイクアウト、フェードイン、フェードアウト、
又はローリングする文字表示をする。これにより、携帯
型検査端末の保有者が検査情報又は診断情報を知ること
が出来るのみならず、当該携帯型検査端末はアクセサリ
的な装飾効果を発揮する。
【００２０】本発明の携帯型検査端末は、前記検査情報
から前記診断情報への変換条件又は前記診断情報から表
示への変換条件を、ユーザが設定可能である。ユーザの
好みに応じて変換条件を設定することにより、携帯型検
査端末が客観的な検査情報を送信し又は診断情報を表示
するという使用法（特定の検査情報又は診断情報に基づ
く送信データ又は表示方法は一定である。）だけでな
く、例えばユーザの遊び心を入れた診断情報を送信する
こと又は表示をすること等が可能になる。例えば、一つ
の検査情報に対して、異なるアイコンを表示することが
出来る。本発明の携帯型検査端末を使用して本明細書に
記載の検査システムを構成することにより、当該携帯型
検査端末の保有者に関する言葉等で表現された情報以外
の情報を任意の表現形態で送信し又は表示することが出
来る。これにより、相互に通信を行う２人のコミュニケ
ーションを深めることが出来る。
【００２１】本発明の携帯型検査端末は、ブレスレッ
ト、指輪、ネックレス、イヤリング、アングレット、ア
ームリング、ペンダント、ヘアバンド、イヤーフォン、
ウエストベルトのいずれかの形状を有する。これによ
り、ユーザが携帯型検査端末を身につけた時に、携帯型
検査端末がユーザの生体に接触し、検査情報を取得でき
るのみならず、当該携帯型検査端末はアクセサリ的な装
飾効果を発揮する。
【００２２】本発明の携帯型検査端末の筐体の少なくと
も一部は可塑的に変形可能である。本発明の携帯型検査
端末の筐体は、ローレット構造を有する。これにより、
ユーザが携帯型検査端末を身につけた時に、携帯型検査
端末がユーザの生体の形状に合わせて、当該生体に接触
することが出来る。これにより、携帯型検査端末は、多
様な形態の生体にフィットすることが出来る。携帯型検
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査端末が生体と接触する部分で検査を実行する場合に
は、正しい検査情報を取得することが出来る。
【００２３】請求項１２に記載の発明は、請求項１から
請求項１１のいずれかの請求項に記載の携帯型検査端末
と、検査センタを有し、前記検査センタは、前記検査情
報若しくは前記検査情報の診断情報を受信する受信部
と、前記検査情報若しくは前記検査情報の診断情報を表
示する表示部とを有する、ことを特徴とする検査システ
ムである。
【００２４】本発明の検査システムは、携帯型検査端末
の保有者に関する言葉等で表現された情報以外の情報を
任意の相手に送信することが出来る。本発明の検査シス
テムは、携帯型検査端末の保有者の生体を検査した検査
情報又はその診断情報を保有者が希望する任意の宛先に
汎用の無線通信網を利用して伝送するを実現できる。自
己の生体の状態に関する情報を自動的に送信することに
より、生体の健康管理等を行うことが出来る。例えば、
赤ん坊（又はペット）に携帯型検査端末を取り付け、母
親（又は飼い主）が例えば携帯型の検査センタを持つこ
とにより、母親（又は飼い主）は赤ん坊（又はペット）
の身体の状態をいつでも知ることが出来る。
【００２５】同様に、独居老人が携帯型検査端末を装着
し、遠く離れて住む家族が検査センタ（例えば受信部を
有するコンピュータ）を持つことにより、家族は老人の
健康状態をいつでも知ることが出来る。又、タクシー会
社又は運送会社の運転手が携帯型検査端末を装着し、タ
クシー会社又は運送会社の本部が検査センタ（例えば通
信部を有するコンピュータ）を持つことにより、本部は
各運転手の身体の状態（例えば居眠り運転をしていない
か等の情報）をいつでも知ることが出来る。これによ
り、例えば交通事故を未然に防止することが出来る。
【００２６】好ましくは、表示部は、検査情報又は診断
情報の表示と、その検査情報等に係る携帯型検査端末の
表示とを表示する。携帯型検査端末の表示は、当該携帯
型検査端末を他の携帯型検査端末等から識別可能な任意
の表示である。例えば、当該携帯型検査端末の電話番号
を表示する。病院等が検査センタを有する場合には、携
帯型検査端末は診断情報でなく検査情報を送信すること
が好ましい。専門家である医者（病院）が検査情報に基
づいて診断をすることが好ましいからである。本発明の
検査方法によっても同様の効果が得られる。
【００２７】請求項１３に記載の発明は、請求項２から
請求項１１のいずれかの請求項に記載の携帯型検査端末
と、検査センタとを有し、前記携帯型検査端末は、生体
を検査して検査情報を出力する検査部と、前記検査セン
タの宛先を記憶する記憶部と、前記検査情報を前記検査
センタに送信し且つ前記検査センタから送信された前記
検査情報の診断情報を受信する無線通信部と、受信した
前記診断情報を表示する表示部とを有し、前記検査セン
タは、前記検査情報を受信し、且つ前記検査情報を送信
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した前記携帯型検査端末に前記検査情報の診断情報を送
信する通信部と、前記検査情報を入力して前記診断情報
を出力する診断部と、を有する、ことを特徴とする検査
システムである。
【００２８】本発明の検査システムによれば、携帯型検
査端末の保有者（例えば高血圧等である故に、その生体
の検査情報を管理する必要がある人）が、病院等が有す
る検査センタから送信されたその保有者の検査情報の診
断情報を表示部に表示して見る（又は聞く）ことが出来
る。常に専門家にモニタされながら生活する故に、健康
上安心して生活することが出来る。本発明の検査システ
ムによれば、例えば携帯型検査端末を装着した運動選手
（例えば長距離ランナー）が、検査センタを有する運動
のコーチから送信されたその保有者の検査情報に基づい
た診断情報（例えば走る速度を上げろという指示等）を
運動中に表示部に表示して見る（又は聞く）ことが出来
る。常に専門家にモニタされながら運動する故に、最適
の運動をすることが出来、コーチは適切な指示を出すこ
とが出来る。本発明の検査方法によっても同様の効果が
得られる。
【００２９】請求項１４に記載の発明は、請求項２から
請求項１１のいずれかの請求項に記載の携帯型検査端末
である第１の携帯型検査端末及び第２の携帯型検査端末
を有し、前記第１の携帯型検査端末は、生体を検査して
第１の検査情報を出力する検査部と、前記第１の検査情
報又は前記第１の検査情報に基づく診断情報を前記第２
の携帯型検査端末に自動的に送信し、且つ前記第２の携
帯型検査端末から送信された第２の検査情報又は前記第
２の検査情報に基づく診断情報を受信する無線通信部
と、前記第２の検査情報又は前記第２の検査情報に基づ
く診断情報を表示する表示部とを有し、前記第２の携帯
型検査端末は、生体を検査して前記第２の検査情報を出
力する検査部と、前記第２の検査情報又は前記第２の検
査情報に基づく診断情報を前記第１の携帯型検査端末に
自動的に送信し、且つ前記第１の携帯型検査端末から送
信された前記第１の検査情報又は前記第１の検査情報に
基づく診断情報を受信する無線通信部と、前記第１の検
査情報又は前記第１の検査情報に基づく診断情報を表示
する表示部とを有する、ことを特徴とする検査システム
である。
【００３０】本発明の検査システムによれば、２個の携
帯型検査端末の保有者が、その生体の情報を相互に相手
に送信し、相手がそれを表示部で見る（又は聞く）こと
が出来る。従来の検査システムは１方向に情報を伝送す
るだけであった。本発明の検査システムは双方向に生体
の情報を伝送する。これにより、相互に通信を行う２人
（例えば恋人同士）のコミュニケーションを深めること
が出来るという従来と全く異なる効果が得られる。本発
明の検査方法によっても同様の効果が得られる。
【００３１】請求項１５に記載の発明は、請求項１から
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請求項１１のいずれかの請求項に記載の携帯型検査端末
である第１の携帯型検査端末と、第２の検査端末と、検
査センタとを有し、前記第１の携帯型検査端末は、生体
を検査して検査情報を出力する検査部と、前記検査セン
タの宛先を記憶する記憶部と、前記検査情報及び前記第
１の携帯型検査端末の識別子を前記検査センタに送信す
る無線通信部とを有し、前記検査センタは、前記検査情
報及び前記第１の携帯型検査端末の識別子を受信し、且
つ前記検査情報の診断情報を前記第２の検査端末に送信
する通信部と、前記検査情報に基づいて診断情報を出力
する診断部と、前記第１の携帯型検査端末の識別子に対
応づけられた前記第２の検査端末の宛先を記憶する記憶
部とを有し、前記第２の検査端末は、前記検査センタか
ら送信された前記診断情報を受信する通信部と、前記診
断情報を表示する表示部とを有する、ことを特徴とする
検査システムである。
【００３２】本発明の検査システムによれば、携帯型検
査端末の保有者（例えば高血圧等である故に、その生体
の検査情報を管理する必要がある独居老人）の生体の検
査情報が、病院等が有する検査センタに送られる。検査
センタの診断部は自動的に診断を行い、診断情報を出力
する。検査センタを有する病院に属する医師が、診断部
の自動診断のための閾値を保有者の特質に応じて変えて
も良い。別居している家族は、独居老人の診断情報を受
信することが出来る。これにより、独居老人及び離れて
生活しているその家族は、健康上安心して生活すること
が出来る。本発明の検査方法によっても同様の効果が得
られる。第２の検査端末が、第１の携帯型検査端末と同
一型の機器であっても良い。
【００３３】例えば、検査センタが第１の携帯型検査端
末の識別子と第２の検査端末とを関連付ける表（あらか
じめユーザが第１の携帯型検査端末の識別子と第２の検
査端末の宛先とを登録しておく。）を有している。検査
センタは、当該表を検索し、第１の携帯型検査端末の識
別子に基づいて第２の検査端末の宛先を知る。他の実施
例においては、第１の携帯型検査端末は、前記検査情報
と、第１の携帯型検査端末の識別子と、第２の検査端末
の宛先（又は識別子）とを検査センタに送信する。検査
センタは、受信した第２の検査端末の宛先（又はその識
別子に基づいて検索した第２の検査端末の宛先）に診断
情報を送信する。
【００３４】第１の携帯型検査端末の識別子は、第１の
携帯型検査端末を他の携帯型検査端末から識別する任意
の固有の表示を意味する。例えば、検査センタが当該第
１の携帯型検査端末に付与した１０桁の英数字からなる
表示、携帯電話の電話番号等である。好ましくは、検査
センタの通信部は、診断情報及び第１の携帯型検査端末
の識別子を前記第２の検査端末に送信する。検査センタ
の通信部は、診断情報を第２の検査端末のみならず、第
１の携帯型検査端末に送信しても良い。
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【００３５】請求項１６に記載の発明は、生体を検査し
て検査情報を出力する検査部と、前記検査情報に基づい
て、受信表示をするか否かを判断する判断部と、前記判
断部の判断に応じて、受信表示をし又はしない表示部
と、を有することを特徴とする通信端末である。
【００３６】発信者は、通信端末を用いて、任意の時に
任意の相手に情報を発信することが出来る。しかし、受
信者はいつでも受信できる状態にあるわけではない。例
えば、受信者が寝ている時、勉強、仕事又は遊びに熱中
している時には、通信端末が受信することを一般に受信
者は好まない。従来の通信端末は、受信者が意図的に当
該通信端末を受信しない状態に設定しない限り、通信端
末が受信をして受信表示をすることを止められなかっ
た。本発明の受信装置によれば、受信者の生体の検査情
報に基づいて、受信表示をするか否かを判断し、受信表
示をしないと判断した場合には表示部が自動的に受信表
示をしない。本発明は、判断部の判断に応じて受信をし
又はしない通信端末を含む。受信をする場合には表示部
は受信表示をし、且つ受信をしない場合には表示部は受
信表示をしないからである。
【００３７】
【発明の実施の形態】以下本発明の実施をするための最
良の形態を具体的に示した実施例について、図面ととも
に記載する。
《実施例１》図１～４、図１１を用いて実施例１の検査
システムを説明する。図１は実施例１の検査システムの
ブロック図を示す。図１において、１０１は第１の携帯
型検査端末、１０２は第２の携帯型検査端末、１０４は
無線電話の基地局である。第１の携帯型検査端末１０１
及び第２の携帯型検査端末１０２は、生体の検査装置と
しての機能と、携帯電話としての機能とを有する。第１
の携帯型検査端末１０１及び第２の携帯型検査端末１０
２は、基地局１０４を介して相互の間に通信路を形成
し、相互に信号を送受信する。
【００３８】第１の携帯型検査端末１０１は、検査部１
１１、１１２、診断部１１３、記憶部１１４、音声入力
部１１５、マルチプレクサ１１６、無線通信部１１７、
表示部１１８、音声出力部１１９、及びデマルチプレク
サ１２０を含む。第２の携帯型検査端末１０２は、検査
部１２１、１２２、診断部１２３、記憶部１２４、音声
入力部１２５、マルチプレクサ１２６、無線通信部１２
７、表示部１２８、音声出力部１２９、及びデマルチプ
レクサ１３０を含む。
【００３９】検査部１１１、１２１は温度センサであ
る。検査部１１１は第１の携帯型検査端末を装着するユ
ーザの体温を測定し、測定値（検査情報に含まれる。）
を出力する。検査部１２１は第２の携帯型検査端末を装
着するユーザの体温を測定し、測定値（検査情報に含ま
れる。）を出力する。検査部１１２、１２２は圧力セン
サである。検査部１１２は第１の携帯型検査端末を装着
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するユーザの脈拍を測定し、測定値（検査情報に含まれ
る。）を出力する。検査部１２２は第２の携帯型検査端
末を装着するユーザの脈拍を測定し、測定値（検査情報
に含まれる。）を出力する。
【００４０】診断部１１３は、検査部１１１の出力信号
（体温）と検査部１１２の出力信号（脈拍）とを入力
し、第１の携帯型検査端末を装着するユーザを２個の検
査情報に基づいて診断する。診断部１１３は、診断結果
である診断情報（実施例においては８ビットのデータ）
を出力する。診断部１２３は、検査部１２１の出力信号
（体温）と検査部１２２の出力信号（脈拍）とを入力
し、第２の携帯型検査端末を装着するユーザを２個の検
査情報に基づいて診断する。診断部１２３は、診断結果
である診断情報（実施例においては８ビットのデジタル
データ）を出力する。診断情報は、その値に応じて、リ
ラックスしている状態、元気な状態、不機嫌な状態、緊
張している状態等を表す。好ましくは、診断部１１３、
１２３は診断情報を暗号化キーで暗号化して出力するこ
とも出来る。診断情報はプライベートな情報であり、誰
にでも知られるのは好ましくないからである。暗号化に
より、復号化キーを知る特定の人のみが診断情報を知る
ことが出来る。
【００４１】記憶部１１４、１２４は不揮発性メモリで
ある。記憶部１１４は、第２の携帯型検査端末の宛先
（第２の携帯型検査端末の電話番号）と、第１の携帯型
検査端末の識別子（実施例においては１０桁の英数字）
を記憶する。記憶部１２４は、第１の携帯型検査端末の
宛先（第１の携帯型検査端末の電話番号）と、第２の携
帯型検査端末の識別子（実施例においては１０桁の英数
字）を記憶する。
【００４２】音声入力部１１５、１２５はマイクと、マ
イクから入力したアナログ音声信号をデジタル音声信号
に変換するＡ／Ｄコンバータとを含む。音声出力部１１
９、１２９はデジタル音声信号をアナログ音声信号に変
換するＤ／Ａコンバータと、Ｄ／Ａコンバータの出力信
号によって駆動されるスピーカとを含む。第１の携帯型
検査端末１０１を装着するユーザは、音声入力部１１５
を通じて通話相手（第２の携帯型検査端末１０２を装着
したユーザ）に話し、音声出力部１１９を通じて通話相
手の声を聞く。第２の携帯型検査端末１０２を装着する
ユーザは、音声入力部１２５を通じて通話相手（第１の
携帯型検査端末１０１を装着したユーザ）に話し、音声
出力部１２９を通じて通話相手の声を聞く。
【００４３】マルチプレクサ１１６は、診断部１１３の
出力信号である診断情報と、音声入力部１１５の出力信
号であるデジタル音声信号と、記憶部１１４の出力信号
である第１の携帯型検査端末の識別子とをマルチプレク
スして出力する。マルチプレクサ１２６は、診断部１２
３の出力信号である診断情報と、音声入力部１２５の出
力信号であるデジタル音声信号と、記憶部１２４の出力
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信号である第２の携帯型検査端末の識別子とをマルチプ
レクスして出力する。
【００４４】無線通信部１１７、１２７は携帯電話の端
末である。ユーザは、無線通信部１１７、１２７に電話
番号を入力することにより、任意の相手と生体の情報を
交換することが出来る。ユーザが任意の相手に電話をし
て通信路が形成されると（電話が繋がると）、無線通信
部１１７、１２７は、マルチプレクサ１１６、１２６の
出力信号を自動的に送信する。実施例においては、第１
の携帯型検査端末１０１は第２の携帯型検査端末１０２
との間に通信路を形成し、相互にそれぞれの携帯型検査
端末の保有者（ユーザ）の話す声（音声信号）及び保有
者の生体の診断情報を送受信する。
【００４５】無線通信部１１７は、マルチプレクサ１１
６から伝送された第１の携帯型検査端末１０１の保有者
が話す声（音声信号）及びその生体の診断情報を入力
し、第１の携帯型検査端末１０１の保有者の音声信号及
び診断情報を送信する。無線通信部１１７は、第２の携
帯型検査端末１０２の保有者が話す声（音声信号）及び
その生体の診断情報を受信し、第２の携帯型検査端末１
０２の保有者の音声信号及び診断情報をデマルチプレク
サ１２０に伝送する。無線通信部１２７は、マルチプレ
クサ１２６から伝送された第２の携帯型検査端末１０２
の保有者が話す声（音声信号）及びその生体の診断情報
を入力し、第２の携帯型検査端末１０２の保有者の音声
信号及び診断情報を送信する。無線通信部１２７は、第
１の携帯型検査端末１０１の保有者が話す声（音声信
号）及びその生体の診断情報を受信し、第１の携帯型検
査端末１０１の保有者の音声信号及び診断情報をデマル
チプレクサ１３０に伝送する。
【００４６】デマルチプレクサ１２０は、無線通信部１
１７の出力信号を入力し、第２の携帯型検査端末１０２
の保有者が話す声（音声信号）と、その生体の診断情報
とに分離する。デマルチプレクサ１２０は、音声信号を
音声出力部１１９に伝送し、診断情報を表示部１１８に
伝送する。デマルチプレクサ１３０は、無線通信部１２
７の出力信号を入力し、第１の携帯型検査端末１０１の
保有者が話す声（音声信号）と、その生体の診断情報と
に分離する。デマルチプレクサ１３０は、音声信号（デ
ジタル音声信号）を音声出力部１２９に伝送し、診断情
報を表示部１２８に伝送する。
【００４７】表示部１１８、１２８は復号化部（診断情
報が暗号化されている場合のみ）、ビットマップ画像生
成部及び液晶表示装置を含む。復号化部は暗号化された
診断情報を復号化キーを使用して復号化し、復号化され
た診断情報をビットマップ画像生成部に伝送する。診断
情報が暗号化されていない場合は、診断情報は直接ビッ
トマップ画像生成部に伝送される。ビットマップ画像生
成部は診断情報（８ビットのデジタルデータ）を入力
し、診断情報の値に応じて、「リラックス」、「元
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気」、「不機嫌」、「緊張」等の文字を表示するビット
マップ画像を生成し、当該ビットマップ画像を液晶表示
装置に伝送する。液晶表示装置はビットマップ画像を表
示する。
【００４８】音声出力部１１９、１２９は、Ｄ／Ａコン
バータ及びスピーカを含む。音声出力部１１９、１２９
のＤ／Ａコンバータは、デジタル音声信号を入力し、ア
ナログ音声信号に変換する。
【００４９】［実施例１の検査システムの動作の説明］
図１１を用いて、実施例１の検査システムの動作を説明
する。第１の携帯型検査端末１０１の保有者は、無線通
信部１１７に第２の携帯型検査端末１０２の電話番号を
入力する。これにより、第１の携帯型検査端末１０１の
無線通信部１１７と第２の携帯型検査端末１０２の無線
通信部１２７とは、基地局１０４を介して通信可能な状
態になる。
【００５０】最初に第１の携帯型検査端末１０１の検査
部１１１、１１２は第１の携帯型検査端末１０１の保有
者の生体を検査して（実施例においては体温及び脈拍を
検査する。）、検査情報（第１の検査情報）を出力する
（ステップ１１０１）。次に、診断部１１３は第１の検
査情報に基づいてその診断情報を生成する。マルチプレ
クサ１１６は、音声信号と診断情報とをマルチプレクス
（多重化）する。無線通信部１１７は、マルチプレクス
された音声信号及び第１の検査情報に基づく診断情報を
送信する（ステップ１１０２）。
【００５１】次に、第２の携帯型検査端末１０２の無線
通信部１２７は、マルチプレクスされた音声信号及び第
１の検査情報に基づく診断情報を受信する（ステップ１
１０３）。次に、デマルチプレクサ１３０は音声信号と
第１の検査情報に基づく診断情報とをデマルチプレクス
（分離）する。表示部１２８は、第１の検査情報に基づ
く診断情報に従って、液晶画面に文字を表示する（診断
情報を表示する。）（ステップ１１０４）。
【００５２】次に、第２の携帯型検査端末１０２の検査
部１２１、１２２は第２の携帯型検査端末１０２の保有
者の生体を検査して（実施例においては体温及び脈拍を
検査する。）、検査情報（第２の検査情報）を出力する
（ステップ１１０５）。次に、診断部１２３は第２の検
査情報に基づいてその診断情報を生成する。マルチプレ
クサ１２６は、音声信号と診断情報とをマルチプレクス
（多重化）する。無線通信部１２７は、マルチプレクス
された音声信号及び第２の検査情報に基づく診断情報を
送信する（ステップ１１０６）。
【００５３】次に、第１の携帯型検査端末１０１の無線
通信部１１７は、マルチプレクスされた音声信号及び第
２の検査情報に基づく診断情報を受信する（ステップ１
１０７）。次に、デマルチプレクサ１２０は音声信号と
第２の検査情報に基づく診断情報とをデマルチプレクス
（分離）する。表示部１１８は、第２の検査情報に基づ
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く診断情報に従って、液晶画面に文字を表示する（診断
情報を表示する。）（ステップ１１０８）。その後ステ
ップ１１０１からステップ１１０８までの処理を繰り返
すことにより、ユーザ間でのコミュニケーションが実行
出来る。
【００５４】他の実施例においては、マルチプレクサ１
１６は音声信号と第１の検査情報とをマルチプレクス
（多重化）し、マルチプレクサ１２６は音声信号と第２
の検査情報とをマルチプレクスする。無線通信部１１７
はマルチプレクスされた音声信号並びに第１の検査情報
を送信し、無線通信部１２７はマルチプレクスされた音
声信号並びに第２の検査情報を送信する。表示部１１
８、１２８は、それぞれ第１の検査情報、第２の検査情
報をそのまま文字表示する。又は、表示部１１８、１２
８は、それぞれ診断部を有しており、第１の検査情報、
第２の検査情報に基づく診断情報を生成し、診断情報に
従って液晶画面に文字を表示する（診断情報を表示す
る。）。
【００５５】従来の携帯電話又は他の通信機器によって
は、音声信号、画像信号又は数値情報等のユーザが意識
的に生成した情報しか伝送することが出来なかった。本
実施例の検査システムにおいては、２人が携帯電話で話
をするときに、同時に自動的に２人の生体の情報を伝送
する。２人は、表示部に表示された「元気」「ちょっと
疲れている」「緊張している」等の文字（診断情報）を
見て、言葉に表されない相手の様子を知ることが出来
る。例えば第１の携帯型検査端末１０１の保有者と第２
の携帯型検査端末１０２の保有者が恋人同士であれば、
２人は言葉だけでのコミュニケーションに比べて、より
密接なコミュニケーションを得ることが出来る。
【００５６】図２を用いて、実施例１の携帯型検査端末
（第１の携帯型検査端末及び第２の携帯型検査端末）の
構造の一例を説明する。図２は携帯型検査端末２００の
構造を示す。ユーザはＣの字の形状を有する携帯型検査
端末２００を手首にブレスレットのように装着する。携
帯型検査端末２００は、温度センサ２０１、圧力センサ
２０２、電子回路２０３、バッテリ２０４、無線通信部
２０７、液晶表示部２０８、アンテナ２０９を有する。
携帯型検査端末２００は、バッテリ２０４によって駆動
される。
【００５７】温度センサ２０１は検査部１１１、１２１
であり、圧力センサ２０２は検査部１１２、１２２であ
る。携帯型検査端末２００を手首にブレスレットのよう
に装着すると、Ｃの字の形状の内側に配置された温度セ
ンサ２０１は携帯型検査端末２００の保有者の肌に密着
し、正しい体温を測定する。同様に、Ｃの字の形状の内
側に配置された圧力センサ２０２は携帯型検査端末２０
０の保有者の手首の血管が通っている部分に密着し、正
しい脈拍を測定する。温度センサ２０１、圧力センサ２
０２の出力信号は、接続線を介して電子回路２０３に伝
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送される。電子回路２０３には、無線通信部１１７、１
２７（２０７）の他、図示しない診断部１１３、１２
３、記憶部１１４、１２４、音声入力部１１５、１２
５、マルチプレクサ１１６、１２６、音声出力部１１
９、１２９、デマルチプレクサ１２０、１３０を含む。
液晶表示部２０８は、通信の相手の生体の診断情報（例
えば「元気」）を表示する。無線通信部２０７及びアン
テナ２０９は、携帯型検査端末２００の保有者の音声及
び生体の診断情報を送信し、通話相手の音声及び生体の
診断情報を受信する。
【００５８】実施例１においては、携帯型検査端末は１
個の筐体に全てのブロックを格納している。他の実施例
においては、携帯型検査端末は、例えば実施例５の携帯
型検査端末（図９）のように２個の筐体を有するように
しても良い。当該携帯型検査端末は検査機である１個の
筐体と、携帯電話機である他の１個の筐体とを有する。
検査機は、検査部、記憶部、診断部、表示部の他、Blue
tooth無線通信部を有する。携帯型電話機は、音声入力
部、音声出力部、マルチプレクサ、デマルチプレクサ、
無線通信部の他、Bluetooth無線通信部を有する。検査
機と携帯型電話機は、Bluetooth無線通信部を用いて相
互に情報を伝送する。これにより、検査機と携帯型電話
機とを別個独立に取り扱うことが出来、ユーザが通話し
やすくなる。
【００５９】図３は、携帯型検査端末２００の筐体の詳
細構造を示す。３１は実施例１の携帯型検査端末の筐体
の外観図である。３２は実施例１の携帯型検査端末の筐
体の一部を拡大した図である。３３は実施例１の携帯型
検査端末の筐体の一部を更に拡大した断面を示す図であ
る。図示するように、実施例１の携帯型検査端末の筐体
はローレット構造を有する。ローレット構造を有する故
に、ユーザは携帯型検査端末の筐体の形状を任意に可塑
的に変形させ、ユーザの手首にフィットさせることが出
来る。これにより、携帯型検査端末の検査部は保有者の
生体に密着し、正しい検査情報を出力する。
【００６０】図４は、携帯型検査端末２００の表示部の
種々の表示例を示す。図４（ａ）は表示文字がスライド
インする（文字が走る）様子を示す。図４（ｂ）は表示
文字がフラッシュする（文字が点滅する）様子を示す。
図４（ｃ）は表示文字がズームイン又はズームアウトす
る様子を示す。同様に表示文字がフェードイン又はフェ
ードアウトすることも出来る。図４（ｄ）は表示文字が
左右から走って来てジョイントする様子を示す。図４
（ｅ）は表示文字がモザイクイン又はモザイクアウトす
る様子を示す。図４（ｆ）は表示文字がスクロール（パ
ースペクティブ）する様子を示す。図４（ｇ）は表示文
字が２次元でローリングする様子を示す。図４（ｈ）は
表示文字が３次元でローリングする様子を示す。これら
の種々の表示を用いて、携帯型検査端末の保有者の生体
の診断情報を多彩に表示することが出来る。
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【００６１】他の実施例においては、携帯型検査端末２
００は、その端部２０５、２０６にＬＥＤ（発光ダイオ
ード）を有する。端部２０５、２０６に配置されたＬＥ
Ｄは、診断情報に応じて異なる色で発光する。他の実施
例においては、携帯型検査端末２００は、その端部２０
５、２０６に液晶表示部を有する。端部２０５、２０６
に配置された液晶表示部は、診断情報に応じて異なるア
イコンを表示する。他の実施例においては、携帯型検査
端末２００は、長手方向に沿って線状に配置されたＬＥ
Ｄを有する。長手方向に沿って線状に配置されたＬＥＤ
は、診断情報に応じて異なる順番で（複数のＬＥＤが時
間軸上で異なる順番で発光する。）異なる色を表示す
る。
【００６２】実施例１の携帯型検査端末においては、保
有者の体温及び脈拍を検査した。しかしこれに限定され
るものでなく、携帯型検査端末は、体温、血圧、心拍数
（脈拍）、発汗量、心電図の波形、血液、尿又は便の中
の１個又は複数の検査情報を検査する。これらの検査を
するため、携帯型検査端末の検査部は、温度センサ、圧
力センサ、フォトセンサ、超音波センサ、磁気センサ、
電圧センサ、電流センサ、湿度センサ、水センサ又はア
ンモニアセンサのいずれかである。
【００６３】実施例１の携帯型検査端末はブレスレット
型の形状を有し、保有者は当該携帯型検査端末を手首に
装着した。しかし、携帯型検査端末の形状はブレスレッ
ト型に限定されない。図５は、携帯型検査端末の種々の
形状とその装着方法を示す。図５（ａ）の携帯型検査端
末５０１はブレスレット型の形状を有し、保有者は当該
携帯型検査端末を手首に装着する（実施例１の携帯型検
査端末である。）。図５（ｂ）の携帯型検査端末５０２
は指輪型の形状を有し、保有者は当該携帯型検査端末を
指に装着する。
【００６４】図５（ｃ）の携帯型検査端末５０３はネッ
クレス型の形状を有し、保有者は当該携帯型検査端末を
首にかける。図５（ｄ）の携帯型検査端末５０４はイヤ
リング型の形状を有し、保有者は当該携帯型検査端末を
耳に装着する。図５（ｅ）の携帯型検査端末５０５はア
ンクレット型の形状を有し、保有者は当該携帯型検査端
末を足首に装着する。図５（ｆ）の携帯型検査端末５０
６はアームリンク型の形状を有し、保有者は当該携帯型
検査端末を腕に装着する。図５（ｇ）の携帯型検査端末
５０７はペンダント型の形状を有し、保有者は当該携帯
型検査端末を首に掛ける。図５（ｈ）の携帯型検査端末
５０８はヘアバンド型の形状を有し、保有者は当該携帯
型検査端末を頭に装着する。図５（ｉ）の携帯型検査端
末５０９はイヤーフォン型の形状を有し、保有者は当該
携帯型検査端末を耳に装着する。図５（ｊ）の携帯型検
査端末５１０はウエストベルト型の形状を有し、保有者
は当該携帯型検査端末を腰に装着する。携帯型検査端末
により、図５に示すようにアクセサリと同様の装飾効果
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を得ることが出来る。又、図５の形状を有する携帯型検
査端末は装着時に保有者の生体に接触する故に、携帯型
検査端末が内蔵する検査部は、生体の検査情報を取得す
ることが出来る（検査部の機能に応じて、携帯型検査端
末は保有者の生体の適切な部位に装着されているとす
る。）。
【００６５】携帯型検査端末の形状は、その大きさ、検
査対象等に基づいて、最適の形状を選択する。例えば血
圧を測定するのであれば、携帯型検査端末は図５（ｆ）
に示すアームリンク型の形状が好ましい。もっとも検査
部は携帯型検査端末の本体に内蔵されていなくても良
い。例えば心電図（心臓の電気的活動のベクトル情報を
取得する。）を測定するためには一般に複数の所に検査
部を配置する。心電図の検査部を有する携帯型検査端末
においては、例えば複数の検査部を保有者の生体に装着
し、複数の検査部と携帯型検査端末の本体とを導電線で
接続する。
【００６６】《実施例２》図６、図１２を用いて実施例
２の検査システムを説明する。図６は実施例２の検査シ
ステムのブロック図を示す。図６において、６０１は携
帯型検査端末、６０２は検査センタ、６０４は無線電話
の基地局である。携帯型検査端末６０１は、生体の検査
装置としての機能と携帯電話としての機能（送信のみ）
とを有する。検査センタ６０２は、携帯電話としての機
能（受信のみ）と診断情報の表示機能とを有する。
【００６７】携帯型検査端末６０１は、基地局６０４を
介して検査センタ６０２に情報を伝送する。実施例２の
検査システムにおいて、赤ん坊が携帯型検査端末６０１
を装着し、その母親が検査センタ６０２（実施例２にお
いては、携帯出来る程度の大きさと重さである。）を有
する。携帯型検査端末６０１は、検査部６１１、記憶部
６１４及び無線通信部６１７を含む。検査センタ６０２
は、診断部６２３、無線通信部６２７及び表示部６２８
を含む。
【００６８】検査部６１１はアンモニアセンサである。
検査部６１１は携帯型検査端末６０１を装着する赤ん坊
が排出したアンモニアを測定し、測定値（検査情報に含
まれる。）を出力する。検査部６１１は、赤ん坊が排尿
又は排便したことを検出する。記憶部６１４は不揮発性
メモリである。記憶部６１４は、検査センタ６０２の宛
先（検査センタ６０２の電話番号）６３１と、当該携帯
型検査端末６０１の識別子（実施例においては当該携帯
型検査端末の電話番号。図示していない。）を記憶す
る。ユーザは記憶部６１４に記憶された検査センタ６０
２の宛先６３１と、当該携帯型検査端末６０１の識別子
とを任意に書き換えることが出来る。無線通信部６１７
は携帯電話の端末である。検査部６１１が出力する検査
情報が一定の閾値を超えた場合（検出したアンモニアの
量が一定の閾値を超えた場合）、無線通信部６１７は記
憶部から検査センタ６０２の宛先（電話番号）６３１を
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読み出し、自動的に検査センタ６０２に検査情報及び携
帯型検査端末６０１の識別子を伝送する。
【００６９】検査センタ６０２の無線通信部６１７は、
無線通信部６１７から伝送された検査情報及び携帯型検
査端末６０１の識別子を受信し、これらの情報を診断部
６２３に伝送する。診断部６２３は、検査情報及び携帯
型検査端末６０１の識別子を入力し、検査情報に基づい
て診断情報を生成する。実施例において、診断情報は、
赤ん坊が排尿又は排便をしたか否かの表示である。診断
部６２３は、診断情報及び携帯型検査端末６０１の識別
子を出力する。表示部６２８は、診断情報及び携帯型検
査端末６０１の識別子を表示する文字のビットマップ画
像を生成し、液晶表示パネルに表示する。表示部は、液
晶表示パネルに代えて、警告音の発生装置を具備しても
良い。
【００７０】［実施例２の検査システムの動作の説明］
図１２を用いて、実施例２の検査システムの動作を説明
する。最初に携帯型検査端末６０１の検査部６１１は携
帯型検査端末６０１の保有者である赤ん坊の生体を検査
して（本実施例においてはアンモニアを検査する。）、
検査情報を出力する（ステップ１２０１）。検査情報の
値が一定の閾値を超えると、無線通信部６１７は記憶部
６１４から検査センタ６０２の宛先及び携帯型検査端末
６０１の識別子を読み出す（ステップ１２０２）。
【００７１】次に、無線通信部６１７は、自動的に検査
センタ６０２に検査情報及び携帯型検査端末６０１の識
別子を伝送する（ステップ１２０３）。次に、検査セン
タ６０２の無線通信部６２７は、検査情報及び携帯型検
査端末６０１の識別子を受信する（ステップ１２０
４）。次に、検査センタ６０２の診断部６２３は、検査
情報に基づいて、赤ん坊が排尿又は排便したか否かを示
す診断情報を生成する（ステップ１２０５）。次に、検
査センタ６０２の表示部６２８は、診断情報及び携帯型
検査端末６０１の識別子を液晶表示パネルに文字表示す
る（ステップ１２０６）。
【００７２】ステップ１２０６で表示された文字表示を
確認することにより、母親は、赤ん坊が排尿又は排便を
した時に、直ちにその事実を知ることが出来る。また、
アンモニアの検査情報（測定値）をそのまま表示したの
では専門知識に欠ける母親は検査情報に基づいて診断す
ること（赤ん坊の排尿の有無等の判断）が困難である。
実施例の検査システムにおいては、検査情報に基づいて
素人にも理解しやすい診断情報が液晶表示パネルに表示
される。これにより、母親は容易に赤ん坊が排尿したこ
とを知ることが出来る。携帯型検査端末はケーブルが接
続されておらず且つ小型である故に、赤ん坊は当該携帯
型検査端末を装着することにより行動を制約されない。
【００７３】実施例においては、検査情報が一定の閾値
を超えた時に、無線通信部６１７は自動的に検査情報を
検査センタ６０２に伝送した。他の実施例においては、
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検査情報が一定時刻毎、一定の時間間隔毎に、無線通信
部は自動的に検査情報を検査センタに伝送するようにし
ても良い。
【００７４】本実施例においては、携帯検査端末は表示
部を有していないが、表示部を有していても良い。他の
実施例においては、検査部は赤ん坊の体温を測定するよ
うにしても良い。これにより、赤ん坊の病気を早期に発
見できる。
【００７５】本実施例においては、無線通信部６１７、
６２７は無線電話であったが、無線通信部はBluetooth
無線通信部（Bluetoothは登録商標）としても良い。Blu
etoothは、３ＣＯＭ、ERICSSON Mobile Communications
 AB、IBM Corp.、Intel Corp.、Lucent  Technologie
s、Microsoft、Motorola、NOKIA Mobile Phones、株式
会社東芝が共同で規格化した無線通信規格である。Blue
tooth無線通信部は、Bluetooth規格に従って無線通信を
行うブロックを意味する。通常赤ん坊は母親の傍にいる
故に、短距離の無線通信を行うBluetooth無線通信部は
実施例２の検査システムに適している。
【００７６】実施例２の検査システムは、母親と赤ん坊
とによって使用された。同様のシステムを用いて、飼い
主（検査センタを持つ。）がペット（携帯型検査端末を
装着する。）の排便等の管理に使用することが出来る。
【００７７】《実施例３》図７及び図１３を用いて実施
例３の検査システムを説明する。図７は実施例３の検査
システムのブロック図を示す。図７において、７０１は
携帯型検査端末、７０３は検査センタ、７０５は有線通
信網である。携帯型検査端末７０１及び検査センタ７０
３は、有線通信網７０５を介して相互に信号を送受信す
る。実施例３の検査システムにおいて、身体の不自由な
独居老人が携帯型検査端末７０１を持ち、遠隔地に住む
その家族が検査センタ７０３（携帯可能な大きさと重さ
を有する。）を持つ。
【００７８】携帯型検査端末７０１は、検査機７０６で
ある第１の筐体と電話機７０７である第２の筐体を含
む。検査機７０６は、検査部７１１、記憶部７１４、マ
ルチプレクサ７１６、Bluetooth無線通信部７１７及び
表示部７１８を有する。電話機７０７は、Bluetooth無
線通信部７２７及び通信部７２８を有する。検査センタ
７０３は、通信部７３７及び表示部７３８を有する。独
居老人は携帯型検査端末７０１の検査機７０６をその生
体に装着し、電話機７０７をその居住する家に設置す
る。
【００７９】検査部７１１は圧力センサである。検査部
７１１は検査機７０６を装着するユーザの血圧を測定
し、測定値（検査情報に含まれる。）を出力する。検査
部７１１が出力した検査情報は、マルチプレクサ７１６
及び表示部７１８に伝送される。表示部７１８は、その
液晶表示パネルに検査情報（血圧値）を文字で表示す
る。老人は、表示部７１８の表示を見て、自己の血圧値
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を知ることが出来る。記憶部７１４は不揮発性メモリで
ある。記憶部７１４は、検査センタ７０３の宛先（検査
センタ７０３の電話番号）７４１と、当該携帯型検査端
末７０１の識別子（実施例においては当該携帯型検査端
末の電話番号）７４２を記憶する。ユーザは記憶部７１
４に記憶された検査センタ７０３の宛先７４１と、当該
携帯型検査端末７０１の識別子７４２とを任意に書き換
えることが出来る。
【００８０】Bluetooth無線通信部７１７及び７２７はB
luetooth規格に従って情報を伝送する無線通信部であ
る。検査部７１１が出力する検査情報が一定の閾値を超
えた時（検出した血圧が一定の閾値を超えた時）、又は
検査情報が前回送信時の検査情報よりも一定量以上変化
した時（検出した血圧が前回の検査時よりも一定の値以
上上がった時）、マルチプレクサ７１６は記憶部７１４
から検査センタ７０３の宛先（電話番号）７４１及び携
帯型検査端末７０１の識別子７４２を読み出し、これら
の情報と検査情報とをマルチプレクスする。マルチプレ
クスした情報はBluetooth無線通信部７１７に伝送され
る。Bluetooth無線通信部７１７は、マルチプレクスし
た情報を入力すると、自動的に電話機７０７に当該マル
チプレクスした情報（検査情報、検査センタ７０３の宛
先（電話番号）７４１、及び携帯型検査端末７０１の識
別子７４２を含む。）を伝送する。
【００８１】電話機７０７のBluetooth無線通信部７２
７は、検査情報、検査センタ７０３の宛先（電話番号）
７４１、及び携帯型検査端末７０１の識別子７４２を受
信し、これらの情報を通信部７２８に伝送する。通信部
７２８は有線電話である。Bluetooth無線通信部７２７
が検査情報等を受信すると、通信部７２８は自動的に検
査センタ７０３に検査情報及び携帯型検査端末７０１の
識別子７４２を送信する。
【００８２】検査センタ７０３の通信部７３７（有線電
話である。）は、通信部７２８から伝送された検査情報
及び携帯型検査端末７０１の識別子を受信し、これらの
情報を表示部７３８に伝送する。表示部７３８は、検査
情報及び携帯型検査端末７０１の識別子を表示する文字
のビットマップ画像を生成し、液晶表示パネルに表示す
る。
【００８３】［実施例３の検査システムの動作の説明］
図１３を用いて、実施例３の検査システムの動作を説明
する。最初に携帯型検査端末７０１の検査部７１１は携
帯型検査端末７０１の保有者である老人の生体を検査し
て（実施例においては血圧を検査する。）、検査情報を
出力する（ステップ１３０１）。例えば検査情報の値が
一定の閾値を超えると、マルチプレクサ７１６は記憶部
７１４から検査センタ７０３の宛先７４１及び携帯型検
査端末７０１の識別子７４２を読み出し、これらの情報
と検査情報とをマルチプレクスする。マルチプレクスし
た情報はBluetooth無線通信部７１７に伝送される（ス
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テップ１３０２）。次に、携帯型検査端末７０１のBlue
tooth無線通信部７１７は、マルチプレクスした情報を
受信すると、当該マルチプレクスした情報（検査情報、
検査センタ７０３の宛先７４１及び携帯型検査端末７０
１の識別子７４２を含む。）を電話機のBluetooth無線
通信部７２７に伝送する（ステップ１３０３）。
【００８４】次に、電話機７０７のBluetooth無線通信
部７２７は、マルチプレクスした情報を受信し（ステッ
プ１３０４）、当該マルチプレクスした情報を通信部７
２８に伝送する。通信部７２８は、当該マルチプレクス
した情報を受信すると、自動的に検査センタ７０３に検
査情報及び携帯型検査端末７０１の識別子７４２を無線
で送信する（ステップ１３０５）。次に、検査センタ７
０３の通信部７３７は、検査情報及び携帯型検査端末７
０１の識別子を受信する（ステップ１３０６）。次に、
検査センタ７０３の表示部７３８は、診断情報及び携帯
型検査端末７０１の識別子を液晶表示パネルに文字表示
する（ステップ１３０７）。
【００８５】老人の血圧が一定の閾値を越えると、又は
前回の送信時よりも血圧が一定以上上がると、検査情報
（血圧値）が遠隔地に住む家族に自動的に伝送される。
これにより、家族は老人に異変があれば直ちにその事実
を知り、早急に対策を取ることが出来る。本実施例にお
いては検査情報（血圧値）をそのまま表示し且つ送信し
たが、これに代えて、検査情報に基づく診断情報（例え
ば「危険」、「安泰」等の文字で表示される。）を表示
し且つ送信することも出来る。検査機はケーブルが接続
されておらず且つ小型である故に、老人は当該検査機を
装着することにより行動を制約されない。他の実施例に
おいては、検査情報が一定時刻毎、一定の時間間隔毎
に、無線通信部は自動的に検査情報を検査センタに伝送
するようにしても良い。
【００８６】《実施例４》図８及び図１４を用いて実施
例４の検査システムを説明する。図８は実施例４の検査
システムのブロック図を示す。図８において、８０１は
第１の携帯型検査端末、８０２は検査センタ、８０３は
第２の検査端末、８０４は無線電話の基地局、８０５は
有線通信網である。第１の携帯型検査端末８０１、検査
センタ８０２、第２の検査端末８０３は、基地局８０４
及び有線通信網８０５を介して相互に信号を送受信す
る。
【００８７】第１の携帯型検査端末８０１は、検査部８
１１、記憶部８１４、マルチプレクサ８１６、無線通信
部８１７及び表示部８１８を有する。検査センタ８０２
は、診断部８２３、記憶部８２４、通信部８２７及び表
示部８２８を有する。第２の検査端末８０３は、通信部
８３７及び表示部８３８を有する。実施例４の検査シス
テムにおいて、身体の不自由な独居老人が第１の携帯型
検査端末８０１を装着し、病院等の医療の専門機関が検
査センタ８０２を有し、遠隔地に住む老人の家族が第２
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の検査端末８０３を持つ。
【００８８】検査部８１１は心電図測定器である。検査
部８１１は第１の携帯型検査端末８０１を装着する老人
の心電図を測定し、測定値（検査情報に含まれる。）を
出力する。検査部８１１が出力した検査情報は、マルチ
プレクサ８１６に伝送される。記憶部８１４は不揮発性
メモリである。記憶部８１４は、検査センタ８０２の宛
先（検査センタ８０２の電話番号）８４１と、当該第１
の携帯型検査端末８０１の識別子（実施例においては当
該第１の携帯型検査端末８０１の電話番号）８４２を記
憶する。ユーザは記憶部８１４に記憶された検査センタ
８０２の宛先８４１と、当該第１の携帯型検査端末８０
１の識別子８４２とを任意に書き換えることが出来る。
【００８９】検査部８１１が出力する検査情報が一定の
閾値を超えた時（検出した心臓ベクトルが一定の閾値
（ベクトル方向の閾値とベクトル長さの閾値とを含
む。）を超えた時）、又は検査情報が前回送信時の検査
情報よりも一定量以上変化した時（検出した心臓ベクト
ルが前回の検査時よりも一定以上変化した時）、マルチ
プレクサ８１６は記憶部８１４から検査センタ８０２の
宛先（電話番号）８４１及び第１の携帯型検査端末８０
１の識別子８４２を読み出し、これらの情報と検査情報
とをマルチプレクスする。マルチプレクスした情報は無
線通信部８１７に伝送される。無線通信部８１７は無線
電話である。無線通信部８１７は、マルチプレクスした
情報を入力すると、自動的に検査センタ８０２に検査情
報及び第１の携帯型検査端末８０１の識別子８４２を送
信する。
【００９０】検査センタ８０２の通信部８２７（有線電
話である。）は、無線通信部８１７から伝送された検査
情報及び第１の携帯型検査端末８０１の識別子８４２を
受信し、これらの情報を診断部８２３に伝送する。診断
部８２３は、検査情報に基づいて診断情報（例えば「正
常」、「不整脈あり」等の表示である。）を生成し、当
該診断情報と、検査情報と、第１の携帯型検査端末８０
１の識別子８４２とを表示部８２８に伝送する。又、診
断部８２３は、当該診断情報と第１の携帯型検査端末８
０１の識別子８４２とを通信部８２７に伝送する。
【００９１】表示部８２８は、診断情報、検査情報及び
第１の携帯型検査端末８０１の識別子８４２を表示する
文字のビットマップ画像を生成し、液晶表示パネルに表
示する。病院の医師は、表示部８２８の表示を見て、異
常がないかどうかチェックすることが出来る。病院の医
師は、患者（実施例においては第１の携帯型検査端末８
０１を装着する老人）の特質に応じて、診断部８２３の
診断用の閾値を変更することが出来る。
【００９２】通信部８２７は、診断部８２３の出力信号
（診断情報及び第１の携帯型検査端末８０１の識別子８
４２）を入力すると、記憶部８２４に指令を出す。記憶
部８２４は、当該指令に応じて、第１の携帯型検査端末
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８０１の識別子８４２と同一の識別子である第１の携帯
型検査端末の識別子８５１を検索する。次に、記憶部８
２４は検索した第１の携帯型検査端末の識別子８５１に
対応づけられた第２の検査端末８０３の宛先（実施例に
おいては第２の検査端末８０３の電話番号）８５２を読
み出して、通信部８２７に伝送する。記憶部８２４は例
えば大容量のハードディスク装置である。次に、通信部
８２７は、診断情報及び第１の携帯型検査端末８０１の
識別子８４２を、第１の携帯型検査端末８０１及び第２
の検査端末８０３に送信する。
【００９３】第２の検査端末８０３の通信部８３７は有
線電話である。通信部８３７は診断情報及び第１の携帯
型検査端末８０１の識別子８４２を受信し、これらの情
報を表示部８３８に伝送する。表示部８３８は、その液
晶表示パネルに診断情報及び第１の携帯型検査端末８０
１の識別子８４２を文字表示する。
【００９４】又、第１の携帯型検査端末８０１の無線通
信部８１７は、診断情報及び第１の携帯型検査端末８０
１の識別子８４２を受信し、受信した第１の携帯型検査
端末８０１の識別子８４２が自己の識別子と一致する場
合に、診断情報を表示部８１８に伝送する。表示部８１
８は、その液晶表示パネルに診断情報を文字表示する。
【００９５】［実施例４の検査システムの動作の説明］
図１４を用いて、実施例４の検査システムの動作を説明
する。最初に第１の携帯型検査端末８０１の検査部８１
１は第１の携帯型検査端末８０１の保有者である老人の
生体を検査して（実施例においては心電図を検査す
る。）、検査情報を出力する（ステップ１４０１）。例
えば検査情報の値が一定の閾値を超えると、マルチプレ
クサ８１６は記憶部８１４から第１の携帯型検査端末８
０１の識別子８４２を読み出し、当該識別子８４２と検
査情報とをマルチプレクスする。マルチプレクスした情
報は無線通信部８１７に伝送される。次に、携帯型検査
端末８０１の無線通信部８１７は、マルチプレクスした
情報を受信すると、記憶部８１４から検査センタ８０２
の宛先８４１を読み出し（ステップ１４０２）、当該マ
ルチプレクスした情報（検査情報及び第１の携帯型検査
端末８０１の識別子８４２を含む。）を検査センタ８０
２の通信部８２７に伝送する（ステップ１４０３）。
【００９６】次に、検査センタ８０２の通信部８２７
は、検査情報及び第１の携帯型検査端末８０１の識別子
８４２を受信する（ステップ１４０４）。次に、検査セ
ンタ８０２の診断部８２３は、検査情報を入力して、こ
れに基づいて診断情報を生成する（ステップ１４０
５）。診断部８２３は生成した診断情報を通信部８２７
に伝送する。次に、検査センタ８０２の記憶部８２４
は、検査情報に添付されて伝送されてきた第１の携帯型
検査端末の識別子８４２と同一の識別子である第１の携
帯型検査端末の識別子８５１を検索し、当該第１の携帯
型検査端末の識別子８５１に対応付けて格納されている
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第２の検査端末の宛先８５２を読み出す（ステップ１４
０６）。次に、通検査センタ８０２の信部８２７は、診
断情報及び第１の携帯型検査端末の識別子８４２を第２
の検査端末８０３に伝送する（ステップ１４０７）。
【００９７】第２の検査端末８０３の通信部８３７は、
診断情報及び第１の携帯型検査端末の識別子８４２を受
信する（ステップ１４０８）。第２の検査端末８０３の
表示部８３８は、診断情報及び第１の携帯型検査端末８
０１の識別子８４２を液晶表示パネルに文字表示する
（ステップ１４０９）。
【００９８】老人の心電図が異常を生じると、その診断
情報が遠隔地に住む家族に自動的に伝送される。これに
より、家族は老人に異変があれば直ちにその事実を知
り、早急に対策を取ることが出来る。検査機はケーブル
が接続されておらず且つ小型である故に、老人は当該検
査機を装着することにより行動を制約されない。他の実
施例においては、一定時刻毎、一定の時間間隔毎に、無
線通信部は自動的に検査情報を検査センタに伝送する。
【００９９】《実施例５》図９及び図１５を用いて実施
例５の検査システムを説明する。図９は実施例５の検査
システムのブロック図を示す。図９において、９０１は
携帯型検査端末、９０２は検査センタ、９０４は無線電
話の基地局である。携帯型検査端末９０１及び検査セン
タ９０２は、基地局９０４を介して相互に情報を送受信
する。実施例５の検査システムにおいて、運動選手（長
距離ランナである。）が携帯型検査端末９０１を持ち、
そのコーチが検査センタ９０２（携帯可能な大きさと重
さを有する。）を持つ。
【０１００】携帯型検査端末９０１は、検査機９０６で
ある第１の筐体と携帯電話機９０７である第２の筐体を
含む。検査機９０６は、検査部９１１、記憶部９１４、
Bluetooth無線通信部９１２及び表示部９１８を有す
る。携帯電話機９０７は、Bluetooth無線通信部９１
３、音声入力部９１５、マルチプレクサ９１６、無線通
信部９１７、音声出力部９１９及びデマルチプレクサ９
２０を有する。検査センタ９０２は、記憶部９２４、音
声入力部９２５、マルチプレクサ９２６、無線通信部９
２７、表示部９２８、音声出力部９２９及びデマルチプ
レクサ９３０を有する。運動選手は携帯型検査端末９０
１の検査機９０６をその生体に装着し、携帯電話機９０
７を腰等に付けて走る。
【０１０１】検査機９０６の検査部９１１は圧力センサ
である。検査部９１１は検査機９０６を装着するユーザ
の脈拍を測定し、測定値（検査情報に含まれる。）を出
力する。検査部９１１が出力した検査情報は、Bluetoot
h無線通信部９１２に伝送される。表示部９１８はＬＥ
Ｄを有する。表示部９１８は、コーチが検査センタ９０
２から送信した指示情報を入力して表示する。例えば練
習時に、指示情報としてＬＥＤを点滅させ、当該ＬＥＤ
の点滅により選手に適切な走行ピッチを知らせる。記憶
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部９１４は不揮発性メモリである。記憶部９１４は、検
査センタ９０２の宛先（検査センタ９０２の電話番号）
９３１と、当該携帯型検査端末９０１の識別子（実施例
においては当該携帯型検査端末の電話番号）９３２とを
記憶する。ユーザは記憶部９１４に記憶された検査セン
タ９０２の宛先９３１と、当該携帯型検査端末９０１の
識別子９３２とを任意に書き換えることが出来る。
【０１０２】Bluetooth無線通信部９１２及び９１３はB
luetooth規格に従って、相互に情報を伝送する無線通信
部である。検査機９０６のBluetooth無線通信部９１２
は、検査部９１１が出力した検査情報、並びに記憶部９
１４から読み出した検査センタ９０２の宛先（検査セン
タ９０２の電話番号）９３１及び当該携帯型検査端末９
０１の識別子（実施例においては当該携帯型検査端末の
電話番号）９３２を入力し、これらの情報を携帯電話機
９０７のBluetooth無線通信部９１３に伝送する。Bluet
ooth無線通信部９１２は、Bluetooth無線通信部９１３
から伝送された指示情報を受信し、当該指示情報を表示
部９１８に伝送する。
【０１０３】携帯電話機９０７のBluetooth無線通信部
９１３は、受信した検査情報及び携帯型検査端末９０１
の識別子９３２をマルチプレクサ９１６に伝送し、受信
した検査センタ９０２の宛先（検査センタ９０２の電話
番号）９３１を無線通信部９１７に伝送する。Bluetoot
h無線通信部９１３は、デマルチプレクサ９２０から伝
送された指示情報を入力し、当該指示情報をBluetooth
無線通信部９１２に伝送する。音声入力部９１５はマイ
クとＡ／Ｄコンバータを有する。マイクにより携帯電話
機９０７を持つ運動選手の声を入力し、Ａ／Ｄコンバー
タにより入力したアナログ音声信号をデジタル音声信号
に変換する。音声入力部９１５は、デジタル音声信号を
マルチプレクサ９１６に伝送する。
【０１０４】マルチプレクサ９１６は、デジタル音声信
号、検査情報及び携帯型検査端末９０１の識別子９３２
を入力し、これらの情報をマルチプレクス（多重化）す
る。多重化された情報は、無線通信部９１７に伝送され
る。無線通信部９１７は携帯電話の通信部である。無線
通信部９１７は、一定時間間隔毎に、検査センタ９０２
に多重化された情報（デジタル音声信号、検査情報及び
携帯型検査端末９０１の識別子９３２を含む。）を伝送
する。又、無線通信部９１７は検査センタ９０２の無線
通信部９２７から伝送された多重化された情報を受信す
る。当該多重化された情報は、デジタル音声信号（検査
センタ９０２を持つコーチの声）及びコーチが検査セン
タ９０２から伝送した指示情報を含む。
【０１０５】無線通信部９１７は、多重化された情報を
デマルチプレクサ９２０に伝送する。デマルチプレクサ
９２０は、多重化された情報を入力し、音声信号と指示
情報に分離する。音声信号は音声出力部９１９に伝送さ
れ、指示情報はBluetooth無線通信部９１３に伝送され
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る。音声出力部９１９はＤ／Ａコンバータ及びスピーカ
を有する。音声出力部９１９のＤ／Ａコンバータは、デ
マルチプレクサ９２０から伝送されたデジタル音声信号
をアナログ音声信号に変換する。スピーカは、アナログ
音声信号によって駆動される。
【０１０６】検査センタ９０２の無線通信部９２７は携
帯電話の通信部である。無線通信部９２７は、携帯電話
機９０７の無線通信部９１７から伝送された多重化され
た情報（デジタル音声信号、検査情報及び携帯型検査端
末９０１の識別子９３２を含む。）を受信し、これらの
情報をデマルチプレクサ９３０に伝送する。デマルチプ
レクサ９３０は、多重化された情報を入力し、デジタル
音声信号、検査情報及び携帯型検査端末９０１の識別子
９３２に分離する。デジタル音声信号は音声出力部９２
９に伝送される。検査情報及び携帯型検査端末９０１の
識別子９３２は、表示部９２８に伝送される。
【０１０７】音声出力部９２９はＤ／Ａコンバータ及び
スピーカを有する。Ｄ／Ａコンバータはデジタル音声信
号を入力し、Ｄ／Ａ変換してアナログ音声信号を出力す
る。アナログ音声信号は、スピーカを駆動する。表示部
９２８は、検査情報及び携帯型検査端末９０１の識別子
９３２を表示する文字のビットマップ画像を生成し、液
晶表示パネルに表示する。
【０１０８】音声入力部９２５はマイクとＡ／Ｄコンバ
ータを有する。マイクにより検査センタ９０２を持つコ
ーチの声を入力し、Ａ／Ｄコンバータにより入力したア
ナログ音声信号をデジタル音声信号に変換する。音声入
力部９２５は、デジタル音声信号をマルチプレクサ９２
６に伝送する。記憶部９２４は不揮発性メモリである。
記憶部９２４は、携帯型検査端末９０１の宛先（携帯型
検査端末９０１の電話番号）９４１と、当該検査センタ
９０２の識別子（実施例においては当該携帯型検査端末
の電話番号）９４２とを記憶する。ユーザは記憶部９２
４に記憶された携帯型検査端末９０１の宛先９４１と、
当該検査センタ９０２の識別子９４２とを任意に書き換
えることが出来る。
【０１０９】マルチプレクサ９２６は、デジタル音声信
号及び検査センタ９０２の識別子９４２を入力し、これ
らの情報をマルチプレクス（多重化）する。多重化され
た情報は、無線通信部９２７に伝送される。コーチは例
えばキーボード等により指示情報を無線通信部９２７に
入力することが出来る。指示情報は、例えば選手の走行
ピッチを示す値である。無線通信部９２７は、多重化さ
れた情報（デジタル音声信号及び検査センタの識別子９
４２を含む。）、指示情報及び携帯型検査端末９０１の
宛先９４１を入力し、携帯型検査端末９０１に当該多重
化された情報及び指示情報を伝送する。
【０１１０】［実施例５の検査システムの動作の説明］
図１５を用いて、実施例５の検査システムの動作を説明
する。最初に検査部９１１（携帯型検査端末９０１の検
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査機９０６に含まれている。）は携帯型検査端末９０１
の保有者である運動選手の生体を検査して（実施例にお
いては脈拍を検査する。）、検査情報を出力する（ステ
ップ１５０１）。検査機９０６の記憶部９１４は、検査
センタ９０２の宛先９３１及び携帯型検査端末９０１の
識別子９３２を読み出し、これらの情報をBluetooth無
線通信部９１２に伝送する（ステップ１５０２）。
【０１１１】次に、Bluetooth無線通信部９１２は、検
査情報、検査センタ９０２の宛先９３１及び携帯型検査
端末９０１の識別子９３２をBluetooth無線通信部９１
３（携帯型検査端末９０１の検査機９０６に含まれてい
る。）に伝送する。Bluetooth無線通信部９１３は、検
査情報及び携帯型検査端末９０１の識別子９３２をマル
チプレクサ９１６に伝送する。マルチプレクサ９１６は
これらの情報をマルチプレクスし、無線通信部９１７に
伝送する。Bluetooth無線通信部９１３は検査センタ９
０２の宛先９３１を無線通信部９１７に伝送する。
【０１１２】携帯型検査端末９０１の携帯電話機９０７
の無線通信部９１７は、多重化された情報（検査情報及
び携帯型検査端末９０１の識別子９３２を含む。）を検
査センタ９０２の無線通信部９２７に送信する（ステッ
プ１５０３）。検査センタ９０２の無線通信部９２７は
これらの情報を受信する（ステップ１５０４）。受信さ
れた検査情報は、デマルチプレクサ９３０によりデマル
チプレクスされた後、表示部９２５に表示される（ステ
ップ１５０５）。無線通信部９２７は、コーチの指示情
報を入力する（ステップ１５０６）。コーチは表示部９
２５の表示を見ながら、適切な指示情報を決定する。
【０１１３】次に、無線通信部９２７は指示情報を無線
通信部９１７に伝送する（ステップ１５０７）。携帯型
検査端末９０１の携帯電話機９０７の無線通信部９１７
は、無線通信部９２７が送信した指示情報を受信する
（ステップ１５０８）。指示情報は、デマルチプレクサ
９２０により音声信号と分離された後、Bluetooth無線
通信部９１３、９１２を介して携帯型検査端末９０１の
検査機９０６の表示部９１８に伝送される。上述のよう
に、表示部９１８は、指示情報をＬＥＤの点滅で表示す
る。実施例において表示部はＬＥＤを有するが、他の実
施例においては表示部は発振装置を有する。例えば選手
の走行ピッチをピッ、ピッという音の間隔で知らせる。
【０１１４】コーチは、運動選手の脈拍数をチェックし
ながら運動選手に適切な指示を与えることが出来る。指
示情報に代えて、検査情報に基づいて自動的に生成され
た診断情報を検査センタで生成しても良い。例えば、検
査情報（脈拍）を変数とする関数によって、選手の最適
の走行ピッチ（診断情報である。）を導出する。診断情
報は携帯型検査端末に伝送され、携帯型検査端末の表示
部に表示される。検査機及び携帯電話機はケーブルが接
続されておらず且つ小型である故に、運動選手は当該検
査機等を装着することにより行動を制約されない。
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【０１１５】実施例５において、検査システムは運動選
手とコーチとの間で使用された。他の実施例において
は、検査システムはトラックを運転する運転手と、その
運送会社（本部）との間で使用される。例えば本部は、
検査情報等に基づいて運転手の居眠りを直ちに知ること
が出来る。居眠り運転中の運転手に注意を促すことによ
り、事故の削減を図ることが出来る。
【０１１６】《実施例６》図１０を用いて実施例６の検
査システムを説明する。図１０は実施例６の通信端末の
ブロック図を示す。図１０において、１００１は携帯型
検査端末、１００２は電話機である。携帯型検査端末１
００１は、検査部１０１１、判断部１０１３及びBlueto
oth無線通信部１０１７を有する。電話機１００２は、
送信部１０２１、受信部１０２２、受信表示部１０２８
及びBluetooth無線通信部１０２７を有する。保有者
（ユーザ）は携帯型検査端末１００１をその生体に装着
し、電話機１００２をその居住する家に設置する。
【０１１７】検査部１０１１は圧力センサである。検査
部１０１１は携帯型検査端末１００１を装着する保有者
の脈拍を測定し、測定値（検査情報に含まれる。）を出
力する。判断部１０１３は、検査部の出力信号である検
査情報を入力する。検査情報が一定の閾値を超えていれ
ば（脈拍数が一定の値以下であれば）判断部１０１３は
保有者が寝ていると判断し、検査情報が一定の閾値以内
であれば（脈拍数が一定の値以上であれば）判断部１０
１３は保有者が起きていると判断する。当該判断を判断
情報と呼ぶ。携帯型検査端末１００１のBluetooth無線
通信部１０１７は、当該判断情報を入力して、電話機１
００２のBluetooth無線通信部１０２７に伝送する。
【０１１８】Bluetooth無線通信部１０２７は、受信し
た判断情報を受信表示部１０２８に伝送する。電話機１
００２の送信部１０２１、受信部１０２２は電話機のイ
ンターフェースである。電話機１００２は有線電話であ
っても良く、無線電話であっても良い。受信表示部１０
２８は、受信部１０２２が受信をしたことを示す情報及
び判断情報を入力する。受信表示部１０２８は、受信を
したことを示す情報を入力して、且つ保有者が起きてい
るとの判断情報を入力した場合には、警告音を発生する
（例えばベルが鳴る。）。
【０１１９】受信表示部１０２８は、受信をしたことを
示す情報を入力して、保有者が寝ているとの判断情報を
入力した場合には、警告音を発生しない。これにより、
保有者は寝ているときにベルの音で起こされるという不
都合を解消することが出来る。携帯型検査端末１００１
は小型であり且つケーブルが接続されていない故に、保
有者は自由に行動することが出来る。
【０１２０】判断部１０１３の判断基準は、保有者が寝
ているか否かに限定されるものでなく、任意の検査情報
に基づいて任意の判断をすることが出来る。他の実施例
においては、判断部は判断情報を受信部に伝送する。例*
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*えば保有者が睡眠中であると判断した場合には、受信部
は受信動作そのものを禁止する。発明をある程度の詳細
さをもって好適な形態について説明したが、この好適形
態の現開示内容は構成の細部において変化してしかるべ
きものであり、各要素の組合せや順序の変化は請求され
た発明の範囲及び思想を逸脱することなく実現し得るも
のである。
【０１２１】
【発明の効果】本発明によれば、生体を検査して、検査
情報又はその診断情報をユーザが希望する任意の送信先
に送信する携帯型検査端末を実現出来るという有利な効
果が得られる。本発明によれば、発信者の生体を検査し
た検査情報又はその診断情報をユーザが希望する任意の
宛先に汎用の無線通信網を利用して伝送する携帯型検査
端末を実現できるという有利な効果が得られる。本発明
によれば、携帯型検査端末の保有者に関する言葉等で表
現された情報以外の情報を任意の相手に送信して、相互
に通信を行う２人のコミュニケーションを深める検査シ
ステム及び検査方法を実現できるという有利な効果が得
られる。特に双方向に保有者の生体の情報を送信するこ
とにより、２人のコミュニケーションを深める検査シス
テム及び検査方法を実現できるという有利な効果が得ら
れる。又、自己の生体の状態に関する情報を自動的に送
信することにより、生体の健康管理等を行うことが出来
る。
【０１２２】本発明によれば、発信者の生体を検査した
検査情報よりも素人に理解しやすくて相互のコミュニケ
ーションを深めるのに役立ち、一般に生体の検査情報そ
のものよりも少ない情報量を有する診断情報を送信する
携帯型検査端末、検査システム及び検査方法を実現する
という有利な効果が得られる。本発明によれば、送信者
の生体が例えば危険な状態になった時又は送信者の生体
に大きな変化があった時等に、送信者の生体の情報（検
査情報又は診断情報）を自動的に送信する検査システム
及び検査方法を実現できるという有利な効果が得られ
る。本発明によれば、ユーザが無線電話で話をする時に
検査情報又は診断情報を自動的に送信する検査システム
及び検査方法を実現できるという有利な効果が得られ
る。
【０１２３】本発明によれば、例えば睡眠中に電話がか
かってきても受信音を発信せず、睡眠を妨げない通信端
末を実現できるという有利な効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】    実施例１の検査システムの構成図
【図２】    実施例１の携帯型検査端末の構造を示す図
【図３】    実施例１の携帯型検査端末の筐体の詳細構
造を示す図
【図４】    実施例１の携帯型検査端末の表示部の表示
を示す図
【図５】    実施例の携帯型検査端末の形状及び装着方
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法を示す図
【図６】    実施例２の検査システムの構成図
【図７】    実施例３の検査システムの構成図
【図８】    実施例４の検査システムの構成図
【図９】    実施例５の検査システムの構成図
【図１０】  実施例６の通信端末の構成図
【図１１】  実施例１の検査システムの動作を示すフロ
ーチャート
【図１２】  実施例２の検査システムの動作を示すフロ
ーチャート
【図１３】  実施例３の検査システムの動作を示すフロ
ーチャート
【図１４】  実施例４の検査システムの動作を示すフロ
ーチャート
【図１５】  実施例５の検査システムの動作を示すフロ
ーチャート
【符号の説明】
１０１、８０１  第１の携帯型検査端末
１０２          第２の携帯型検査端末
２００、６０１、７０１、９０１、１００１  携帯型検
査端末
１０４、８０４  基地局
１１１、１１２、１２１、１２２、６１１、７１１、８
１１、９１１  検査部
１１３、１２３、６２３  診断部
１１４、１２４、６１４、７１４、８１４、８２４、９
１４、９２４記憶部 *
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*１１５、１２５、９１５、９２５  音声入力部
１１６、１２６、７１６、８１６、９１６、９２６  マ
ルチプレクサ
１１７、１２７、２０７、６１７、６２７、８１７、９
１７、９２７  無線通信部
１１８、１２８、６２８、７１８、７３８、８１８、９
１８、９２８  表示部
１１９、１２９、９１９、９２９  音声出力部
１２０、１３０、９２０、９３０  デマルチプレクサ
２０１    温度センサ
２０２    圧力センサ
２０３    電子回路
２０４    バッテリ
２０８    液晶表示部
２０９    アンテナ
６０１、７０３、８０２    検査センタ
７０５                    有線通信網
７０６、９０６            検査機
７０７、９０７、１００２  電話機
７１７、７２７、９１２、９１３、１０１７、１０２７
  Bluetooth無線通信部
７２８、７３７、８２７、８３７  通信部
８０３    第２の検査端末
１０１３  判断部
１０２１  送信部
１０２２  受信部
１０２８  受信表示部

【図１】
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